
【総領事館からのお知らせ：安全対策情報：２月】 

 

   平成２９年２月９日（総１７第０２号） 

   在デンパサール日本国総領事館 

 

 

 

１ 治安情勢 

テロ関連情報 

 １月中、ＩＳＩＬとの関連を疑われ国外において摘発されたインドネシア人が多数本国に送還さ

れる事案が発生しました。また国内各地においても、テロ容疑で多数の容疑者が逮捕されています。 

 テロはいつどこでも発生する可能性があります。引き続き、最新の治安情勢等の関連情報を入手

し、日頃から危機管理意識を高く持つよう努め、特にテロの標的となりやすい場所（ナイトクラブ

など多くの欧米人が集まる場所、ショッピングモール等不特定多数が集まる場所、政府・警察関係

施設、宗教関連施設等）を訪れる際には、周囲の状況に注意を払い、不審な人物や状況を察知した

ら速やかにその場を離れる等、安全確保に十分注意を払ってください。 

 

２ 一般情勢 

（１）デング熱 

１月中旬、マレーシアにおいて、デング熱に感染した邦人がその後死亡する事例が発生しました。 

デング熱は通常、急激な発熱で発症し、発疹、頭痛、骨関節痛などの症状が見られますが、デング熱

患者の一部はまれに重症化してデング出血熱やデングショック症候群を発症し，早期に適切な治療が行

われなければ死に至ることもあります。 

当地においても、デング熱感染者数は引き続き多数報告されており、流行が継続しているため注意が

必要です。 

デング熱には予防接種も予防薬もなく、蚊に刺されないようにすることが最善の予防方法ですので、

防蚊対策を徹底し感染の予防に努めてください。なお、仮にデング熱が疑われる症状が発生した場合に

は、早期に医療機関を受診し、適切な治療を受けるようにしてください。 

（２）大雨・強風・高波の警報 

  最近の天候不順により、当地気象庁から大雨・強風・高波の警報が発出されています。海や山で

のレジャーの際には天候の急変等に十分注意して下さい。また，市街地・山間部においては、倒木・

土砂崩れ・洪水などの危険がありますので気を付けて下さい。 

（３）麻薬・薬物への注意 

 バリ州各地において、引き続き、インドネシア人、外国人を問わず麻薬・薬物関連の逮捕事案が

続いています。インドネシア当局は薬物違反事件の摘発を推進しており、また、外国人に対しても

死刑を含む重い判決を下すなど、薬物犯罪に対し厳しい姿勢で臨んでいます。麻薬・薬物には絶対

に関与しないようにしてください。また、薬物が蔓延しているような危険な場所には近寄らないこ

とをお奨めします。 

 

 

 



 

 

 

３ 邦人事件・事故関係 

（１）水難事故 

 バリ州東部の海岸でサーフィンをしていた邦人男性が波に飲まれて海底の岩場に頭を強く打ち、一

時意識不明となる事故が発生しました。男性は事故後、現場で救命措置を受け、最寄りの病院で速や

かな処置を受けたことで、想像以上に早く回復し、早期に帰国することが出来ました。 

危険を伴うレジャーをされる際は、万一の場合に備え、事故発生の際の通報先や至近の病院の所在

地等を事前に確認しておくことをお勧めします。また、そのような事態に備え十分な補償の得られる

海外傷害保険等に加入しておくことを強くお勧めします。 

（２）見せ金詐欺 

 邦人旅行者が、スーパーマーケットで買い物中、中東系の顔立ちの男性から「日本に行くので日本

のお金を見せて欲しい」等と話しかけられ、実際に１００ドル紙幣を渡され日本円への両替を依頼さ

れたところ、気が付いたら財布から一万円札１枚と１０万ルピア札１０枚がなくなっていた。 

 気安く話しかけてくる者に簡単に財布の中を見せたりしないよう注意が必要です。 

 

４ その他 

「安全の手引き」の改訂 

当館ホームページに掲載の「安全の手引き」を平成２９年１月付けで改訂しました。緊急事態への

備えと対処要領についても説明していますので、是非ご一読下さい。なお、pdf形式で掲載してあり

ますので、ダウンロードや印刷も容易に可能ですのでご利用ください。 

http://www.denpasar.id.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000091.html 

                                          

以 上 


